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非
常
災
害
の
守
り
を
固
め
よ
う

…
…
消

防

団

春

季

点

検

…
…

国
見
町
消
防
団
（
団
長
大
津
利

一
氏
）
で
は
憲
法
記
念
日
の
五
月

三
日
、
藤
田
小
学
校
グ
ーフ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
春
季
点
検
を
行
な
い
、

終
っ
て
各
種
表
彰
の
伝
達
並
び
に

授
与
を
行
な
っ
た
。
こ
の
日
関
口

町
長
は
消
防
長
と
し
て
。
旧
国
道

上
に
整
列
し
て
い
る
団
員
を
観
閲

し
ヽ

終
っ
て
全
員
校
庭
に
集
合
ヽ
。

通
常
点
検
、
規
律
訓
練
の
後
ポ
ン

プ
操
法
、
分
列
行
進
を
行
な
い
、

次
に
町
長
及
び
団
長
か
ら
講
評
訓

示
を
し
た
の
ち
二
月
二
十
日
、
日

本
消
防
協
会
長
か
ら
授
与
さ
れ
た

表
彰
旗
の
披
露
を
は
じ
め
各
種
表

彰
の
伝
達
及
び
団
長
表
彰
を
行

な

つ
た
。
受
賞
者
次
の
と
お
り

湎
表
彰
伝
達

○
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

副
団
長
　

樋
口
弥
太
郎

○
福
島
県
知
事
表
彰

精
勤
章
副
分
団
長
佐
藤
　
直
哉

永
年
勤
続
章
部
長
八
島
新
太
郎

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
勤
章
分
団
長
　

菅
野
　
賛
郎

○
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

精
勤
章
　
部
長
　

斎
藤
　

英
郎

永
年
勤
続
章
同
　
佐
藤
　
　

実

同

‘
　
　
班
長
　
村
上
　

公
月

同

卜
　

団
員
‐
‐
武
田

‘
正
明

○

伊
達
支
部
長
表
彰

功
績
章
　

部
長
　
八
島
新
太
郎

同
　
　
　

副
部
長
佐
久
間
正
寛

同
　
　
　

同
　
　

阿
部
　
恒
夫

゜
精
勤
章
　

班
長
　
阿
部
　

三
義

同
　
　
　

同
　
　

村
上
　
　

功

同
　
　
　

同
　
　

佐
藤
喜
久
雄

同
　
　
　

同
　
　

宍
戸
　

重
蔵

同
　
　
　

団
員
　

菅
野
　
　

正

’
同
　
　
　

同
　
　

斎
藤
　

昭
保

同
　
　
　

同
　
　

八
巻
　

三
郎

同
　
　
　

同
　
　

武
田
文
一
郎

川
　
　
　

同
、
　

佐
藤
　

義
正

同
　
　
　

闘
　
　

斎
藤
　

政
勝

同
　
　
　

同
　
　

斎
藤
　
　

実

姉
表
彰
授
与

○
団
長
表
彰

【

弟
一ヽ
分
団
一

仲
野
周
一
　

大
内

善
次
郎

・
阿
部
三
義
　

安
藤
良

．
一
　

高
岸
庄
ヤ

¨
安
藤
惣
二
　

一
条
直
右
工
門
　
野
村
茂
　
佐

藤
政
一
　
熊
坂
栄
一
　

鴨
川
忠

二
　
休
初
男
　
鴨
旧
安
覦
　

仍

田
竹
男

ヽ

［
第
二
分
団
］
八
島
新
太
郎
　
よ

田
良
直
　

古
旧
政
男
　

八
鳥
貞

夫
　
吉
田
喜
八
郎
　
浅
野
武
志

吉
0
1豊
美

［
第
言
分
団
］
大
津
昭
一
　
佐
久

間
正
治
　

蓬
田
正
敏
　
佐
４
賢

二
　
浚
藤
一
　
陲
‥彊
義
明
　

賀

藤
貞
　
実
沢
貞
夫
　

佐
藤
勤

佐
久
間
侮
治
　
菊
地
惣
一
　

菊

地
重
喜

「
第
四
分
団
」
鈴
木
政
治
　

鈴
木

幸
雄
　
鈴
木
正
明

【
第
五
分
団
】
鈴
木
清
雄
　

高
橋

貞
雄
　
斎
藤
豊
　

大
沼
啓
三
　

佐
藤
正
雄
　
谷
津
亀
俊
　
斎
藤

幸
一
　
大
沼
忠
行
　
岡
田
重
八

長
谷
川
正
男
　
渋
谷
良
耕
　

佐

藤
正
三
郎
　
後
藤
春
夫
　

高
橋

一
美
　
後
藤
忠
一
　
本
田
幸
一

遠
藤
一
　

斎
藤
萸
郎
　

村
上
誠

一
　

吉
川
隆
　
村
上
一
郎
　

児

島
明
男
　
谷
津
幸
男

○
一
般
表
彰

佐
久
間
泰
助
　
防
火
用
水
池
設

置

に
あ
た
り
敷
地
協
力
を
し

た

団
長

に

樋

口

さ
ん

国
見

町

消
防

団

長

大
津

利

一

氏

が
退
任

し

、
新

し

く
樋

口
弥

太
郎

氏

が
就

任

し

た
。

前
団

長

大
津

氏

は
去

る

こ

十

九

年
国

見

町
誕

生

以

来
十

五

年
間

団

長
職

を

勤

め
て

き

た

が
、

四
日

で

任
期

満

了

と
な

り
、
’
約

五

十
年

に
‘

わ

た
る

消
防

団

活
動

か
ら
の

退

し

た

。
そ

の
問

数
々

の
功

績

を

残
し

四
十

二

年
秋

の

叙
勲

で

は
勲

五

等

双
光

旭

日
0
:
の

栄
誉

に

浴
し

、

今

回

の
退
圧

は

団
員

は

も
と

よ
り

、

町

民
み

ん

な

か

ら
惜

し

ま
れ

て

い

る
。

後
任

の
田

口

氏

は

昭
和

十

年

入

朗

以
来

、

三
十

四

年
間

も

団

務

に
つ
き

、

ニ
ト

九

軍

か
ら

は

第

二

分

団
輿

兼

副
団

長

と

し
て

大

津

前

副

長

を
補

佐
し

て

き

た
。

誠

実

な

人

仙

と
す

ぐ

れ

た
統

率
力

で

信
望

を
あ
つ

め

、
今

浚

の

活
躍

が
期

侍

さ

れ
て

い
る

。
　
　
　
　
　
　
　

｛

八
日

関

口
町

長

か

ら

辞
令

を

受

け
た
樋
口
氏
は
、
本
紙
を
通
じ
町

民
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を
次
の
よ

う
に
述
べ
て
来
た
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

不
肖
わ
た
く
し
こ

と
、
五
月
五

日
国
見
町

消
防
団
長
を
命
ぜ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
こ
と
に
責
任
の
重
大

な
る
を
覚
え
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
そ
の
任
務
の
重
要
性
に
か
ん
が

み
、
そ
の
職
務
遂
行
に
当
り
、
副

団
長
並
び
に
幹
部
を
始
め
、
団
員

諸
氏
と
和
衷
一
致
、
消
防
戦
術
の

研
究
と
、
団
員
の
教
養
訓
練
に
は

げ
み
、
町
民

各
位
の
ご
期
待
に
添

う
よ
う
努
力
致
す
る
所
々
で
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

’゙‘

申
し

上
げ
る
ま
で
も
な
く
消
防

は
、
消
防
組
織
法
並
び
に
町
消
防

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、

町
当
局
と
相
通
じ
、
消
防
の
目
的

で
あ
る
火
災
を
予
防
し
、
住
民
の

生
命
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
、
災

害
に
扁
っ
て
は
被
害
を
最
少
限
度

に
止
め
る
な
ど
、
住
民
公
共
の
福

祉
増
進
に
勤
め
る
の
で
あ
り
ま
す

前

団

長
大

津
さ

ん

が
の

こ

さ
れ

た
功

績
を

重

ん
じ

、
ふ
て
の

実

紋

に

更

に

光
彩

を

添
え

た

い
所

存
ゼ

ご

ざ
い

ま
す

の

で

、
大
津

団

長
さ

ん

に
寄

せ

ら
れ

ま
し

た

と
回

様

、
わ

た

く
し

の

た

め
に

も
ご

指

導

、
ご

援

助

を
賜

り

ま
す

よ
う

、

お
願

い

申

し

上
げ

ま
す

。

、。
ま

ず
は

略
儀

な

。、
ら・
紙

上
を

も

っ

て

瓜
任

の
ご

あ

翼

ろ

を
申

し

上

げ
ま

す
。

国
見
町
消
防
団
長

国

囗
弥
太
郎

知事面会山まこうして

一
、
趣
旨

知
事
面
会
凵
の
運
営
は

こ
の
要
領
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。

二
、
面
会
冂

面

会
日
は
、
原
則
と
し

て
毎

月
弟
一
月
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
十
二
時

ま
で

と
し
ま
す
。

三
、
面
会
場
所

面
会
の
場
所
は
、
県
庁

県
政
案
内
・
ヅ
と
し
半
天

四
、
剛
会
の
方
法
等

巾
　

面

会

は
、

希

望

者
と

知

事

と
の

紬
‐へ
面

接
で

行

な

い
ま

す

。

冫
　

面

公

希
望

者

は
、

ヘ

ガ

キ

に
庄
所

、

氏

ク‥１１、

年

う
、

性

別

、

職
業

及

び
面

会

の
要

什

を

記

人

の
う

え
、

県

民

室
長

あ
て

巾
込

み

ま

す
。

五
、
顛
会
口

の
通
知

巾
　
県
民
室
長
は
、
向
会
中
込

者
に
対
し
、
す
み
や
か
に
面

会
日
を
通
知
し
ま
す
。

恋

。
県
民
室
長
は
、
希
望
者
数

に
よ
り
面
会
日
等
を
調
整
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

六
、
面
会
結
果
の
処
理

県
民
室
長
は
、
公
聴
カ

ー
ド
に

よ

り
面
会
内
容
を
記
録
し
、
関

係
部
課
（
蜜
）
に
連
絡
す
る
と

と
も
に
、
部
長
会
議
に
報
告
し

ま
す
。べ

し
剔

‘ｙ
　

４
．

消

防
団

辞
（
日

交

付

式

国
見
町
消
防
団
で
は
、
四
月
一

日
午
後
一
時
か
ら
役
場
大
会
議
室

で
幹
部
昇
圧
並
び
に
新
団
員
国
命

の
辞
令
交
付
式
を
行
な
っ
た
。

○
幹
部
任
命

弟
一
分
団
第
一
部
班
長

’
（
団
員

）
仲
野
周
一

郎

帛
一
分
団
第
一
部
班
長

（
団

員
）

佐

藤
　

俊
雄

第

二
分

団

第
一

部

副
部

長

（

班

長
）
岡

崎
　

長
平

第

二

分
団

第

一
部

班
長

（
団

員

）
国

分
　

次

雄

第

二

分
団

第

三
部

班

長

．
（
団

員

）
菅

野
　

一

郎

第

三

分
団

第

一
部

副
部

長

（
班

挺

）
武

川
　
　

ぷ

丐

一

分
団

第

一
部

班
長

｀

（
団
‥μ

）
津

田
　

吉

治

（
団

輿

は
前

ひ

に
椙

絨
）

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
／

行
政
相
談
委
員

佐

久

間
　
…が
　
吉

わ
た
く
し
は
、
四
月
一
日
付
で

行
政
管
理
庁
長
官
よ
り
行
政
相
談

委
員
を
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

行
政
相
談
委
員
の
仕
事
は
、
福

島
行
政
監
察
局
で
行
な
っ
て
い
る

行
政
相
談
の
窓
口
と
し
て
、
役
所

仕
事
に
つ
い
て
余
困
り
・
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
な
っ
と
く
が
い
か
な

い
こ
と
、
希
望
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
受
付
け
る
こ
と
が

主
な
役
目
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
の
受
付
け
る
範
囲
は

国
の
行
政
機
関
、
政
府
関
係
機
関

・
（
公
社
、
公
庫
、
公
団
等
）
の
行

な
っ
て
い
る
業
務
、
ま
た
は
県
、

市
町
村
で
行
な
っ
て
い
る
業
務
で

国
の
委
任
、
或
は
補
助
に
か
か
る

業
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
民

事
関
係
の
問
題
や
警
察
で
扱
っ
て

い
る
刑

事
事
件
を
除
け
ば
大
て
い

の
揚
合
は
行
政
相
談
の
対
象
と
な

り
ま
す
、

一
切
無
料
で
、
秘
密
を
守
り
、

親
身
に
な

り
て
お
世
話
し
ま
す
か

ら
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
お

わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま

し
た
な
ら
ば
わ
た
く
し
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

住
所
国
見
町
大
字
藤
田
字
北
四
〇

電
話
藤
田
二
〇
三

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
二
ひ
誕
生

ス
ポ

ー
ツ
を
愛
好
す
る
少
年
た

ち
が
協
力
し
て
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び

そ
の
他
の
文
化
的
諸
活
動

を
行
な

い
、
も
っ
て
心
身
を
鍛
練
し
て
体

力
を
強
め
、
人
間
性
を
陶
治
し
、

よ
き
社
会
人
と
な
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

て
、
こ
れ
ま
で
わ

が
町
で
は
駅
前

に
富
士
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団
長

石
川
浩
司
君
団
員
数
二
四
名
）
　一

つ
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
第
二
号
が
誕
生
し
た
。
そ
れ

は
山
崎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
い
い

団
員
は
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
二

年
生
ま
で
男
女
合
せ
て
三
十
二
名

役
員
は
次
の
と
お
り

団
長
　
　
　

三
木
　
　

敏

副
団
長
　
　

菅
野
　
　

弘

同
　
　
　
　

三
木
　
清
子

書
記
　
　
　

吉
田
　
光
夫

同
　
　
　
　

大
波
　
京
子

会
計
　
　
　

佐
藤
　
　

健

同
　
　
　
　

秦
　
　

博
之

尚
こ

の
団
体
の
指
導
助
言
並
び
に

経
済
的
援
助
を
与
え
、
成
育
助
長

を
図

る
た
め
団
員
の
父
兄
を
も
っ

て
育
成
会
を
組
織
し
て
あ
る
が
、

そ
の
役
員
は
次
の
と
お
り

会

長
　
　

吉

田
　

忠

一

副

会

長
　
　

羽

根
　

善

五

幹

事
　
　
　

八

巻
　
　

衛

同
　
　
　
　

三

木
　

精
次

会

計
　
　
　
　

高

橋
　
　
　
進

交
通
安
令
数
え
歌

家
内
み
ん
な
で

う
た
い
ま
し
よ
う

一

つ

と

せ

、

人

も

車

も

気

を

つ

け

て

、

対

面

交

通

よ

く

守

り

、

絛

１
１
　

。１
ＦＩ
ＩＩＩ
ＩＩＳ■
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　

ＩＩ
　

Ｉ
　

我

せ

ぬ

よ

う

に

努

め

ま

し

お

う

二

つ

と

せ

、

こ

つ

と

な

い

も

の

わ

が

命

、

他

人

の

命

は

な

お

だ

い

じ

、

人

に

迷

惑

か

け

ぬ

も

の

三

つ

と

せ

、

見

通

し

悪

い

急

カ

ー

グ

、

通

り

は

げ

し

い

交

差

点

、

青

に

な

る

ま

で

待

ち

ま

し

よ

う

四

つ

と

ぜ

、

酔

っ

ぱ

ら

い

運

転

事

故

の

も

と

、

家

族

も

お

客

も

同

じ

こ

と

、

呑

ま

せ

ぬ

呑

ま

ぬ

が

事

故

防

ぐ

’‘

五

つ

と

せ

、

い

つ

も

後

先

き

気

を

つ

け

て

、

ス

ピ

ー

ド

出

し

過

ぎ

し

な

い

よ

う

、
・

規

則

は

み

ん

な

の

た

め

に

あ

る

。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
四
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名
　
　

年
令
　
　

庄
　
　
　

‘
所

４

、２
　

安
藤
　
加
代
　
　
　

一
　
　

泉
田
　
新
田
十
五

夕

３
　

菊
地
　

高
古
　
　

八
一
　
　

塚
野
目
沢
一

々
　
冂
　
大
波
　

喜
平
　
　

七
五
　
　

藤
田
　

古
鹿
島
二
十
二
の
三

々
1
3
　
横
山
　

ス
イ
　
　

七
五
　
　

泉
田
　

堰
下
三
十
九
の
Ｉ

″
2
0
　
畑
中
久
兵
衛
　
　

八
七
　
　

光
明
寺
滝
沢
九

″
2
0
　
菅
野
　

タ
イ
　
　

ハ
一
　
　

藤
田
　
南
五
十
五

々
2
5
　
菊
地
　

ヨ
シ
　
　

五
〇
　
　

藤
田
　
中
沢
三
、
一
の
四

々
2
8
　
玉
手
　
金
治
　
　

六
五
　
　

西
大
枝
竹
の
内
十
六

④
　

も
う
交
通
戦
争
は
ご
め
ん
で
す
…
…
…
運
転
者
心
歩
行
者
も
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
ま
し
よ
う

く
に
み



赤
井
畑
さ
ん
に
勲
五
等

林
業
功
労
者
と
し
て
叙
勲

四
月
ド
ド
儿
‥
友
皇
誕
生
ｈ
の

新
聞
や
テ
レ
ビ
は
一
斉
に
春
の
叙

勲
者
の
氏
名
を
発
表
し
た
。
そ
の

中
に
わ
が
町

の
長
老
赤
井

畑
満
さ

ん
の
名
前
が
大
き
く
光
っ
て

卜
た

し
か
も
前
町
長
さ
ん
と
同
じ
勁
五

等
瑞
宝
砿
と
親
冫
二
代
の
栄
誉
。

「
お
父
さ
ん
、
で
か
し
た

ナ
エ
」

と
今
は
な
き
母
子
も
ほ
ほ
え
ん
で

い
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

赤
井
畑
さ
ん
は
七
十
九
歳
の
今

日
ま
で
五
十
余
年
に
わ
た
り
、
県

内
は
も
と
よ
り
全
国
的
な
製
材
業

や
林
業
関
係
団
体
機
関
の
役
職
員

と
し
て
活
躍
し
、
今
尚
県
木
材
株

式
会
社
取
締
役
社
長
、
県
木
材
協

同
組
合
連
合
会
副
会
長
を
初
め
、

数
々
の
重
要

ポ
ス
ト
に
あ
り
、
若

い
頃
剣
道
で
鍛
え
た
健
康
体
に
も

の
を
い
わ
せ
、
若
者
を
し
の
ぐ
元

気
さ
を
も
っ
て
第
一

線
で
活
躍
し

て
い
ら
れ
る
。

。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
〃

こ
の
た
び
行
わ
れ
た
半

作
者
叙

勲
に
際
し
、
赤
井
畑
満
氏
は
、
林

業
関
係
の
功
績
甚
大
な
る
故
を
も

っ
て
、
勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ
、
瑞

宝
章
を
賜
っ
た
。
ま
こ
と
に
お
め

で
た
く
心
か
ら
祝
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
る
。
氏
は
、
前
町
長
故
赤

井
畑
直
衞
氏
の
父
君
で
、
明
治
二

十
三

年
生
れ
の
当
年
七
十
九
歳
、

現
在
福
島
県
木
材

株
式
会
社
取
締

役
社
長
、
同
木
材
協
同
組
合
連
合

会
副
会
長
、
伊
達
地
区
木
材
製
材

協
同
組
ベロ
理
事
長
、
茂
庭
森
林
開

発
株
式
会

防
収
締
役
等
々
、
か
く

し

や
く
と
し
て
第
一
線
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
。
店
の
万
は
嫡
孫
多
賀

夫
氏
が
総
指
揮
官
Ｃ
あ
る

が
、
宣

関
に
掲
げ
ら
れ
た
縦
一
メ
ー
ト
ル

横
匹
／
Ｉ
ト
少
の
十
額
の
「

誠
実

無
形
質
本
也
」
の
文
字
が
氏
の
人

と
な
り
を
表
現
し
て
い
る
。

（
国
見
町
森
林
組
合
員

佐
藤
善
次
郎
記
）

今月の明治学級 27 日

新
し
い
病
院
で
勉
強

長
生
き
の
ひ
け
つ
な
ど

新
し

い
公
立
病
院
が

で
き
ま
し
た
。
写
真
の

よ
う
に
ま
こ
と
に
堂
々

た
る
偉
容
で
す

が
、
中

に
入
っ
て
み

る
と
ま
た

そ
の
内
容
の
立
派
さ
に

驚
く
ば
か
り
で
す
。
近

代
医
科
学
の
粋
を
あ
つ

め
た
至
れ
り
つ
く
せ
り

の
設
備
、

ぜ
ひ
み
な
さ

ん
に
お
日
に
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

今
回
は
特
に
院
長
さ
ん

に
お
願
い
し
て
院
内
の

見
学
を
兼
ね
、
そ
の
研
修
室
を
お

借
り
し
て
講
座
を
開
き
、
院
長
さ

ん
か
ら
「
長
生
き
の
ひ
け
つ
と
高

令
者
の
健
康
法
」

に
つ
い
て
お
話

を
お
き
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
多
数
ご
出
席
く
だ

さ
い
。記

一
、
期
日
五
月
二
十
七
日

二
、
集
合
国
見
町
公
民
館
（
元
藤

田
駐
在
所
）

に
午
後
一
時

ま
で
に
お
集
り
下
さ
い

三
、
出
発
午
後
一
時
二
十
分
み
ん

な
そ
ろ
っ
て
出
発

四
、
見
学
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
二
十
分
ま
で

五
、
講
義
午
後
二
時
Ｅ
十
分
か
ら

三
時
三
十
分
ま
で

六
、
講
師
公
立
藤
田
病
院

院
長
代
理
　
本
宿
　
尚
殿

総
婦

長
　
　

関
場
　
泰
殿

○
こ
の
記
事
を
も
っ
て
お
知
ら
せ

と
し
、
別
に
ご
連
絡
を
い
た
し

ま
せ
ん
。
推
進
員
の
方
よ
ろ
し

く
お
願
い

し
ま
す
、

〔
完
成
し

た
公
立
病
院
〕

「
統
計
感
有
九

毎
月
の
「

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
ら
ん
を
見
て
い
る
と
、
な

ん
と
な
く
ほ
ほ
え
ま
し
く
な
る
。

○
さ
ん
に
孫
が
・：
…
○
君
も
い
よ

い
よ
お
と
う
ち
ゃ
ん
か
…
…
○
子

さ
ん
は
お
か
あ
ち
ゃ

ん
か
…
…

一
人
一
人
の
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ

ん

に
対
し
心
か
ら
祝
福
し
て
や
る
。

そ
し
て
六
年
後
の
ラ
ン
ド
セ
ル
姿

を
思
い
う
か
べ
、
さ
て
そ
の
年
の

入
学
児
童
の
数
は
？

…
と
思
う
ま

ま
に
一
年
前
か
ら
の
出
生
数
を
か

ぞ
い
て
み
た
ら
百
六
十
八
名
、
つ

ま
り
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
だ
い

た
い
六
年
後
の
一
年
生
に
な
る
わ

け
で
あ
る
。
で
は
現
在
の
町
内
の

小
中
学
校
に
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
児

童
生
徒
が
い
る
だ
ろ
う
か
。

第
一
表
を
見
よ
う
。

各
校
と
も
児
童
数
が
ひ
ど
く
少

な
い
の
に
驚
く
。
つ
い
さ
き
ご
ろ

ま
で
三
百
名
台
を
確
保
し
て
い
た

小
坂
、
大
木
戸
、
大
枝
の
各
校
が

そ
ろ
っ
て
む
名
台
に
減
っ
て
い
る

学
年
別
に
合
計
ら
ん
を
見
る
と
六

年
生
の
一
二
口
四
卜
七
名
を
罰
点
に

次
第
に
減
っ
て
一
年
生
は
ぼ
八
十

円
名
と
、

六
乍
問
に
こ
乱
无
瓦（

Ｉ

セ
ン
ト
も
減
っ
て
い
る
。
中
学
校

は
史
に
は
な
は
だ
し
い
。

つ
い
で
に
第
二
表
を
見
て
妙
な

こ

と
に
気

が
つ
く
。
男
女
の
比
率

で
あ
る
。
小
坂
の
八
十
四
対
八
十

五
を
除
い
て
他
の
学
校
は
い
づ
れ

も
男
に
対
し
女
の
方
が
少
な
い
よ

う
だ
。
つ
ま
り
、
む
こ
十
人
に
よ

め
七
人
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
と
あ
っ
て
は
少
々
気

が
も

め
る
話
で
あ
る
。

公民 館 に望む
開
放
的
な
は
い
り
よ
を
／・

住
民
の

。
茶
の
間
〃

で
あ
る
べ
き
公
民
館
が

と
も
す
る
と
、
い
わ
ゆ

る

。
お
段
所
風

’
に
な

り
が
ち
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
そ
の
閉

鎖
的
な
建
築
構
造
に
負

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
構
造

や
た
た
ず
ま
い
に
住
民

の
利
用
し
や
す
い
開
放

性
、
親
し
み
や
す
い
親

近
性

が
強
く
要
望
さ
れ

ま
す
。
構
造
に
お
け

る

。
開
放
性
〃

に
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
配
慮
が
必

要
で

あ
る
と
思
い
ま
す

●
玄
関
か
ら
ロ
ビ
ー
に

い
た
る
正
面
の
設
計

が
、
明
る
く
、
ゆ
っ

た

り

し

て

い

る
こ

と
。

・
事

務

室

に
は

い

り
や

す

く
、

窓

や

机

０
．配

置

な

ど

も
窮

屈
で

な

い

こ

と
。

・
和

室
以

外

は

、

ヘ

キ
モ

ノ
を

は

き

か
え

さ

せ

る

よ
う

な

乍
便

が

な

い
こ

と

。

各

室
と

も

、

抵

抗
な

く

は

卜
っ

て
行

け

る

よ

う
な

配

貪

が

あ
る

総
じ

て

、

役
所

風

の

い
か

め

し

さ

が
な

く
、

人

衆

的

な

あ
た

た

か
い

配

慰

が
行

き

と
と

卜
て

い

る
こ

と

。

各

宗

を

庄
民

生

活

の

。
容
ｙ
ツ

と

考

え

こ
ｙ

ン
ブ

ル

”
と
み

て

蜜

の
名

称

も

、

た

と

え
ば
「

生

産

の
部

屋

」
［
。暮

ら
し

の
部

雛

］

「

と
し

よ

り

の

へ
や

に
　「

こ

ど

も

の
へ

や
」

式

に
具

体
的

に

親

し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い

名
を
つ
け
る
こ
と
。

敷
地
に
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば
、
池

・
樹
木
・
花
壇
・
美
術
彫
刻
を

配
し

た
庭
園
を
設
け
、
魚
や
爲

な
ど
を
飼
育
す
る
こ
と
。

西
那
須
野
町
公
民
館
を
視
察
し

て
感
じ
た
こ
と
を
一
筆
書
い
て
み

ま
し
た
。

ご
球

餃

を
募

集
し

ま
す

い
よ

い

よ
わ

た
く

し

ど
も

の
公

氏

館
を

小

瞭
と
し

た

こ
傴
匯

セ

ン

タ

ー
ー’
が
っ

く

ら
れ

る
・
一
と

に
な

り

ま
し

た
、

よ

り
よ

い
も

の
、

よ

り
使

い

よ

い
も

の
を
つ

く

っ
て

い

た

だ
く

た
め

に
、

み

な
さ

ん
の

債

甌

妁

な
ご

意

兒
、

ご

希
望

を
お

寄

せ
く

だ
さ

い
Ｉ。

こ

の
洌

に

な
ら

っ
て

、
て

い

さ

い
長

さ
な

ど

ご
自
山

に

、
採

否

は

諞

集

部

に
お

ま
か

せ
く

だ
さ

い
。

署

名

は
ご

白
山

で
す

。よ

に
り
先

は

公

に
館

内

鈴
木

生

聨
あ

て
。

泉
旧
中
婦
人
学

級
の
美
挙

泉
田
中
婦
人
学
級

へ
委
員
長
沖

野

ト
ヨ
子
さ
ん
会
員
十
八
名
Ｊ
で

は
、
こ
の
ほ
ど
亡
く
な
っ
た
紳
野

で

ミ
ト
さ
ん
（
三
八

才
丿
宅
の
り

ん
ご
の
摘
果
と
袋
か
け
を
手
伝
っ

て
・
牟
い
へ
ん
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
学
級
は
今
か
ら
八
年
前
、
部

落
の
若
妻
た
ち
で
結
成
し
、
心
を

協
せ
て
学
習
に
励
む
か
た
わ
ら
、

協
同
作
業
や
、

レ
ク
活
動
を
通
し

て
家
庭
や
社
会
の
民
主
化
を
図
り

数
あ
る
町
内
の
若
妻
学
級
中
で
も

そ
の
運
営

が
良
好
で
あ
る
と
の
評

が
あ
っ
た
。
｛
｝
く
な
っ
た
ス
ミ
子

さ
ん
も
孰

心
な
メ
ン
バ
ー
の
一
員

と
し
て
常
に
み
ん
な
と
活
動
し
て

い
た
と
こ
ろ
が
三
年
前
か
ら
病
気

の
身
と
な
り
、
そ
れ
が
不
治
の
病

と
わ
か
っ
た
ス
ミ
子
さ
ん
は
自
分

か
ら
身
を
引

き
、
七
つ
ぱ
ら
療
養

に
つ
と
め
て
い
た
。
そ
の
間
学
級

生
た
ち
は
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に

友
だ
ち
と
し
て
代
る
が
わ
る
病
床

を
見
舞
い
、
あ
る
い
は
家
業
の
手

伝
い
な
ど
を
し
て
き
た
の
で
あ
っ

た
。

国 見町部落会長名簿(44.4.ｎ

邯 洛会 名　 班 数 世帯 数　　 部 落 会長 名

駅　　前　　7　　119　 佐　藤　 隨　蔵
銷　　町　　7　　71　 秦　　　作　 蔵
大 町 南　7　　90　 岩 城 市 助

々　　北　10　　58　 桂　島　幸　 一
本　　町　　9　　74　 曵　 地　　　 一
宮 町 南　9　　93　 穂 苅 計 三

々　　
北　10　　104　 吉　 田　勝　由

町　　東　　4　　40　 内　 村　忠　助

2　　16　 抻　林　隆　夫
鶉　　町　　３　　 卩　 中　 野　正　男
石磴田東　　3　　38　 高　野　 要次郎

々　　
表　　3　　21　 佐　藤　 久　造

々　　北　　3　　28　 宍　戸　 已　杳

々　　
原　　4　　46　 菊　地　 平　吉

々　　
西　4　　32　 佐 藤 喜左工門

山 崎 北　3　　44　 高 橋　 外 記
ヽ　　 山　　4　　42　 浅　野　義　 證?11

崎 南(  7 ) 6　　77　 吉 旧 栄 作
源 宗 山( 12 月 0　103　 菅 野 七 郎`
小　　計　108　1  1 40　　　（19 ）
小　　坂　　4　　55　 後　藤　 清四郎 ″
太 田 川　6　　42　 佐 藤 源 蔵
前　　田　　6　　43　 安　藤　清　 吉
板　　擺　　5　　55　 野　村　隆　 一
泉 田 上　4　　38　 宮 崎　　 繁

々　　中　　8　　46　 目　 黒　久太郎
々　　

下　　5　　37　 宍　戸　平　 助
鳥　　取　　5　　49　 後　藤　伝　 吉
内 谷 西　3　　29　 鴨 田　安 蔵
ク　 東　7　　52　 菅 野 正 明‘
小　　計　53　　446　　　(  1 の

第　　1　　9　　60　 佐 久 間 森 正
第　　2　　5　　38　 佐　 藤　清　重
第　　３　 巧　　43　 武　 田　龍　尾
第　　4　　7　　45　 斎　 藤　義　 吉
鹹 江 北　8　　59　 斎 藤 正 利
第　　 ア　　3　　29　 佐　 野　清　蔵
第　8　6　　40　 実 沢 平 作
第　　9　　6　　57　 村　 上　三　郎
第　10　4　　22　 菊 地 利 市・
第　　11　　4　　19　 高　 橋　勇　 記
第　　12　　6　　55　 大　槻　兼　 吉

小　　計　　63　467　　　 （月）
貝　　旧　　９　　凵８　 斎　 藤　太　郎

光 明 寺　6　　68　 渋 谷 貞　一
高　　城　　6　　59　 八　島　　　 進

大
木 戸　7　　67　 松 浦 芳 蔵

山　　 根　　6　　63　 菊　池　 久　志

小　　計　34　　375　　　　 （5 ）
原　 町　4　　30　 鈴　 木　　 正

築　　館 ㈲3　　15　 松　 浦　弥重郎
並　　

柳　　2　　25　 鈴　木　 喜　一

中　　部　　4　　33　 瀬　戸　 亀　二
北　　部　　3　　19　 佐　藤　　　 甫

川　　内　　7　　71　 後　 藤　俊　搶
小　　計　23　　193　　　　 （6 ）

合　　計　281　2 . 621　　　　（5D

会長　菅野正明　 副会長　吉田勝由
会計　 佐藤　 清重 ｀

理事　 宍戸　 已吉　高橋　 外記　後藤清
四郎　 佐藤　 清重　 実沢　平作
八島　進　 菊池・久志　 瀬戸　 亀
二　後藤　俊雄

総世帯数　2 , 621　　回覧総数　332

第１表　学年別児童数、学級数一覧表（44.5j 現在）第２表 男女別児童数一覧表( 44 , 5.1現在)

＼ 学 年別
｀ヽへ　　 １

校 名

皿- ㎜　φ-小　　 坂　　15

2　3

-●㎜←a29.  30

岫゙ 冂 拍

一一　　　 一好34

25  27

4

26

一- 一一
72

５ ．６ １計 学級 数

皿--･･　　　・　● s30　39 冂69　6
･ ㎜-㎜--W ● 』　.　●93　99  ･ 505 帽 ６

‘ ら01’ 31リ ン8゙ 7

藤　　 田 ，81

一森 江 野　35 35

大 木 戸　27 べ36　20　4ト ロ6　　6

39　，29'; 37･ 186　　6

加8 228 247･1264 引

・　　725　20

大　 枝： 譱26･ 29

計　　1  84 ' 203 200
- 皿冒　 －　　-w ■- －
匯 北 中　209 ㎜皿皿i-¶　7232: 284

よぐ 男 女　・　計 ｼoo
小　　 坂　　84 85 ＝　169 ，101
藤　　田　266 239 505 90
森 江 野 20 108 228 ， 90

176　76大 木 戸 00 76
大　　伎　109 77　186　71

計　　　679 585 ⅱ , 264　86

県 北 中　372 1 353 725　85
合　 計1  . 051 938  に 989 ‘　89
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